
※ 敬称略 

・登校時の様子を見ていると、挨拶ができる子もいるが皆ではない。 
・数年前に比べて、元気よく挨拶ができる子が少なくなってきた。 
・社会で必要なことは、コミュニケーション能力だと言われている。その原点であ
る挨拶を大切にしてほしいと考えている。 
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コミュニティ・スクールとは、学校代表と地域代表で組織する「学校運営協議会」を設

置し、学校運営の基本方針を共有し、学校や子どもたちに必要な支援について意見を出し

合い、「地域とともにある学校」づくりをすすめていく学校のことです。なお、飛島学園

コミュニティ・スクールについては、年度当初に配布された「飛島学園版コミュニティ・

スクール」及び学園 HP の「コミュニティ・スクール」のページをご覧ください。 

この通信では、本協議会が進めている学校運営に必要な支援に関する協議内容や生徒が

地域と関わる学習活動を中心に情報を発信していきます。 
 
１ 委嘱状交付並びに会長・副会長の選出 

 第 1 回飛島学園学校運営協議会が 4 月 25 日（木）15 時より開催されました。第 1 回

は、本協議会設置にあたり、萩野登記代教育長より挨拶をいただき、12 名の委員の任命

が行われました。その後、委員の互選により会長及び副会長の選任が行われました。委

員の皆様は、以下の通りです。 

【委嘱状交付】  

２ 協議事項 

（１） 令和 6 年度飛島学園教育方針の承認 

   「一人一人が活躍し、たくましく生きる生徒」を育成するための「学園経営方針の

5つの柱」や「9年間を見通した『４・３・２制』により系統的に積み上げる教育活動」

について具体的な取組の説明が行われました。 
 

（２） 今年度の重点課題 【あいさつができる子の育成】 

  〇 学園より説明 

    

                         

 

 

〇 挨拶についての委員の声  

会 長 久野 鉄男 委 員 塚松 一枝 

副会長 早川 一樹 委 員 半田 泰英 

委 員 犬飼 敏光 委 員 三輪 和彦 

委 員 大隅 一弘 委 員 吉田 昌子 

委 員 久野 寛子 委 員 久野 聖二 

委 員 立松 佳憲 委 員 朝賀 昭仁 

学校で挨拶活動に取り組むのであれば、親を巻き込んで挨拶しようとする環境づくりを
する段階ではないか。本来は学校からではなく、家庭が主となって行うことだと思う。 

 

顔見知りの生徒は挨拶してくれる。親の背中を見て子は育つとも言うので、家庭から挨
拶の習慣を身につける必要がある。 



     

 委員の皆様の意見交換を通して、挨拶ができる子にする

ためには、「学校・家庭や地域が協働して取り組むことが大

切である」ということがお互いに認識できました。 

     そして、まずは、委員の所属する団体で「家族や大人の

方から挨拶をしていこう」という意識を共有することがで

きました。 
 

３ お知らせ 
〇 飛島未来探究科（「TOBI 探」）発表会 

   「TOBI 探」では、9 年間を通して探究的な学習を中心に据え、自己の生き方を考え

る学習を進めています。９年生では、その集大成のテーマとして防災に焦点をあて、

班ごとに課題を設定し、その課題解決に向けて取り組んでいます。 

そして、班ごとに調べた防災知識をもとに自分たちの学びを発表する会が予定され

ています。 

本協議会としても全面的に支援していきたいと思います。ぜひ、保護者や地域の皆

様にもより多くのご参加がいただければと願っております。 

【意見交換】 

親子で参加のイベントを開催しているが、挨拶ができない子もいる。やはり家庭での挨拶
が大切ではと思う。顔見知りになってくれば声を出しやすくなってくると思う。 

 

挨拶できるかできないかは家庭環境が大きいのではないかと思う。やはり挨拶は一番大切
なことだと思う。みんなが挨拶ができるように少しでも協力をしていきたいと考えてい
る。 
 

 

今は知らない人に声を掛けてはいけないという感じで、子どもにも複雑な思いがあるのか
なとも感じている。しかし、家庭において挨拶の大切さへの促しは必要と考えている。 

 
 

だいたいは挨拶ができるが、地域や通学団によって違いがある。子どもには先生や親御さん
の日常的な指導が大切だと思う。 

昔は大きな声で挨拶できたが、最近は元気がなくなったように感じる。小さい声だと「大
きい声で、やり直し」と言うときもある。学校生活の中で挨拶のやり直しがあってもよい
かもしれない。 
 
 

家では厳しくしている。保育園でも学校でも繰り返し根気強く指導していただけるとよい
のではないかと思う。 

 

小学生は比較的挨拶ができる。中学生でも挨拶ができる子もいるが、中学生になると恥ずか
しさから挨拶ができなくなる子も出てくるかもしれない。一人になると挨拶できないのかな
とも思う。 

大人が硬い表情をしていると子どもも挨拶し難いので、家庭の中で大人から表情を柔らか
くしてあげれば、少しずつできる子が増えていくのではないか。 

 

地域や通学団による格差が大変大きいと感じている。誰かが挨拶すると、続いて挨拶でき
る。誰かが言えばそれにつられて挨拶できるという感じもある。 

 

・日 時  令和 6 年 7 月 16 日（火） １３：４５～ 学園ふれあいホール等 
 
・テーマ  目指せ！防災力アップ！守ろう！自分・地域の未来！ 

～私の考える防災～ 


